
謹啓　晩秋の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

先日は平田教育集会所女性部研修のために、大変ご多忙のところ、丁寧に対

応いただき、誠にありがとうございました。

お陰様で、所期の研修目的を十分に果たすことができました。

降がいを持つ方に立ちはばかる壁、家族をはじめ、支援する方々の苦悩、心

無い態度によってどれだけ傷つくのか等、お話を伺うだけでも心が締め付けら

れる思いでした。

熱い思いで立ち上げられた夢屋を軌道に乗せるまで、そして運営維持にも大

変なご苦労があられることと存じます。しかしながら、実習生はじめ、働いて

いるみなさんの、生き生きとした笑顔に「生きがい」を感じたように思います。

『まずはここ（夢屋）を知ってほしい』との宮本様のお言葉は、くしくも女

性部長の常なる思いと同じものでした。「活動を知ってほしい、人となりを理解

しほしい」先入観や差別をなくしていくための大切なことであると改めて強く

感じ、大変有意義な研修となりました。

時節柄、ご自愛のほどお祈り申し上げ、略儀ながら書中をもってお礼のご挨

拶とさせていただきます。
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